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Azithromycinの 臨 床 的 検 討

向野賢治 ・武 田誠 司 ・多々良一郎 ・荒川規矩男

福岡大学医学部第二内科学教室*

新 しく合成されたアザライ ド系抗生物質であるazithromycinに ついて臨床的検討 を行 った。

本剤を7例 に投与 した。1日 使用量は500mg,使 用期間は3な い し4日 間,総 使用量は159な いし

2.0gで あった。疾患の内訳は急性気管支炎6例,肺 炎1例 であった。臨床効果では急性気管支

炎6例 中5例 で有効以上肺炎1例 では有効であった。細菌学的効果では本剤投与前に検出 された

4株 中2株 が除菌 された。急性気管支炎例で検 出されたHaemophilus influenzaeの2株 は残存 した。

副作用の発現及び臨床検査値の異常化 は認めなかった。
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Azithromycin(AZM)は ファイザー社 で合成 された15

員環の構造 を有する新規なアザライ ド系抗生物質であ

り,その抗菌力は従来のマクロライ ド系抗生物質に比 し,

グラム陽性菌では同等,ま たグラム陰性菌ではM.catar-

rhalis, H.influenzaeに 対 して強い抗菌活性 を有する1,2)。

また,酸 に対 して安定で,消 化管か らの吸収に優れ,血

中濃度は長時間持続す る。さらに,血 液か ら組織および

体液への移行が良好で,こ れらの組織内有効濃度 もまた

長時間維持 されることより3,4),呼吸器感染症に対する効

果が期待 されている。今回我 々は7例 の呼吸器感染症患

者 にAZMを 使用する機会を得たので,そ の治療成績 を

報告する。平成4年11月 より平成5年6月 までの8か 月間

に,福 岡大学病院第二内科 において本試験参加の同意を

得たうえ治療 した呼吸器感染症患者7例 を対象 とした。

患者の内訳は男4例,女3例,年 齢 は20歳 より35歳 であ

った。対象 とした疾患の内訳 は,急 性気管支炎6例,肺

Table 1. Therapeutic effect of azithromycin

ND: not detected
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Table 2. Laboratory findings before and after azithromycin administration

B: before A: after NT: not tested

炎1例 であった。投与方法 は1回500mg(250mg錠 ×2),

1日1回,食 後 に投与 した。投与期間は3な い し4日 間,

症例別総投与量 は1.5gな いし2.0gで あった。臨床効果の

判定は,自 ・他覚所見,検 査所見の推移をもとに複数医

師により行った。副作用については自 ・他覚所見の観察

を行 うとともに投与前後の臨床検査について検討 した。

症例の一覧をTable 1に 示す。

臨床効果 は著効が2例,有 効が4例,無 効が1例 であっ

た。尚,無 効 の1例 は投与3日 後の炎症所見に改善 を認

めない為,無 効 と判定 し他剤の治療に切 り換 えた。今回

の検討では3例 より起炎菌が分離 され,そ の細菌学的効

果は減少又 は一部消失2例,菌 交代1例 であった。症例4

ではMoraxella catarrhalisとH.influenzaeの2菌 種が検出さ

れ,前 者 は消失,後 者 は減少,症 例6で 検出 されたH.in-

fluenzaeは 減 少,症 例7で 検 出 され たM.catarrhalisは

Streptococcus pneumoniaeへ の菌交代であった。

本剤 に起 因する と考 え られる副作用 は7例 全例 におい

て認め られなかった。Table 2に 本剤投与前後 の末梢血

液像,血 液生化学検査所見についての成績 を示す。7例

全例 において本剤 に起因する と考 えられる臨床検査値異

常は認められなかった。

今 回我々が経験 した症例 における臨床成績は,7例 中

2例が著効,4例 が有効,1例 が無効であった。投与症例

のうちH.influenzaeが 関与 した症例が2例 あ り,2例 とも

減少 と除菌 し得 なかったが,臨 床効果はともに有効であ

った。本剤投与例7例 全例で副作用,臨 床検査値の異常

は認めなかった。

以上の結果 より,本 剤は呼吸器感染症に対 し,有 用か

つ安全 な薬剤であると考えられ,短 期間療法が患者のコ

ンプライアンスの向上 に寄与することが期待できる。
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Clinical study of azithromycin
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A clinical study of azithromycin (AZM), a newly synthesized azalide antibiotic, was performed. The
drug at a dose of 500mg (total dose 1.5 or 2.0g), was administered once a day for 3 or 4 days to 7

patients, including 6 with acute bronchitis and 1 with pneumonia. The result was assessed to be excellent
or good in 5 of 6 cases of acute bronchitis and 1 case of pneumonia. Bacteriologically, 2 of 4 strains
isolated prior to the administration of AZM were eradicated completely. However, 2 isolated strains of
Haemophilus influenzae still remained even after AZM treatment. No adverse reactions or abnormal
laboratory values were encountered during the study period.


